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　文部科学省「コミュニティスクール推進事業調査研究校」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指定３年次
　京都市教育委員会「教育情報化研究」指定
　　　　研究主題　“伝え合いを通して,いきいきと学ぶ子”
　　　　　～国語科を中心とした情報活用能力の育成～

　７学級の国語の授業公開・４つの研究協議
部会が開かれました。
この日,学校関係者・地域・保護者合わせ
て８７名の参加がありました。今年は,京都市
外から７名（久御山町・石川県・三重県・岡山
県等）の参加があり,美豆小の取組を更に広
めるいい機会となりました。

　          上の写真は,研究協議会の一つ「学校運営協議会部会」の様子です。
　
中野会長さんの挨拶に始まった,学校運営協議会部会には地域・保護者・大学生・教育関係者合わ
せて２６名の参加がありました。
学校安全部の藤林孝さん,ふれあい部の岡本征平さん・教育環境部の浮田明さんに活動報告をし

ていもらい,学校運営協議会の歩み・その組織については,教務主任の池上より報告いたしました。
参加者で現役の小学校校長からは,「美豆小学校と学校運営協議会とのかねあい」「学校とＰＴＡと
のかかわり」「京都市：久御山・八幡からも通学しているが声かけは,難しくないか」等多くの質問・意
見を頂きました。その一つ一つに副会長木田さんから「子どもの教育は,学校だけででは,出来ない。
前はバラバラの組織だったが,学校運営協議会発足後まとまるようになった。」「川で分断されている
地域なので,より結びつきが大事という思いが,人々の中にあると思う。」等,丁寧に答えてもらいまし
た。
　
　最後に本校，学校運営協議会理事さんでもあります藤岡教授に指導助言・講演をいただきました。
　　　〈 藤岡教授　講演の中より 〉
　・学校は「地域の中心・公民館的役割・生涯学習の場」である。
　・美豆小は,学校運営協議会が立ち上がって２年だが,革新的な内容で情報を発信している。
　・地域が何よりも,「元気」「本気」である。
　・活動の規準は「,子どもが元気か」である。子どもの自主性・主体性が大事。
　・保護者,教職員の積極的な参加が重要になってくる。　等,たくさんの指針を示していただきました。


